
【R5:先－１】 グリーンベルト周辺地域エリアマネジメント推進事業調査
（実施主体：北海道千歳市）

千歳市基礎情報（R6.1.1時点）
・人口:97,962人
・面積：594.50km2

事業／施設概要 目的・これまでの経緯

【事業分野：エリアマネジメント】 【対象施設：公共広場・都市公園・河川・道路】
【事業手法：PFI方式・DB方式・公有地貸付方式など】

調査のポイント

・中心市街地の活性化を図るため、隣接した公共空間である「公共広場、都市公園、河川、道路」を一体的に活用しながら、まちの特徴を
最大限に活かす「文化交流」「産業振興」「観光」の３機能を備えた複合拠点化を目指す、新たな官民連携事業を検討する。

・複合拠点化を活性化の起爆剤とし、周辺への波及効果を生むための手法について検討する。

全体面積：約18,700㎡
用途地域：近隣商業地域
※①の一部は第二種住居地域

建蔽率：80％
容積率：300％
高さ制限：約57～59m
所有：①～⑤は市、⑥は財務省

◎対象施設（都市計画道路３・１・１北大通 通称：グリーンベルト）

千歳川

札幌

千歳川

新千歳空港

都市計画道路３・１・１北大通（通称：グリーンベルト） 延長５３０ｍ×幅５５ｍ

① ② ③ ④ ⑤

①緑の広場：公共広場
②つどいの広場：公共広場
③おまつり広場：公共広場
④わんぱく広場：公共広場
⑤芝生広場：公共広場
⑥河畔公園：都市公園
①～⑤沿道：市道

①～⑥の公共広場や
都市公園のほか、

沿道、千歳川も含めた
複合拠点化を検討

⑥

【直近の整備状況】
平成21年度に策定した千歳市グリーンベ
ルト活性化事業基本計画に基づき、平成
21～27年度にかけて、グリーンベルト再整
備事業を実施。施設の老朽化や施設のバ
リアフリー化などに対応するとともに、憩い
・遊び・集いのくつろぎ空間の創出や良好
な治安の回復、イベント開催可能な空間の
創出などに取り組んだ。

【グリーンベルトにおける現在の見立て】
グリーンベルトにおいては、広大な敷地、
直線的地形、千歳駅と繁華街清水町との

中間的位置、市民の認知度の高さなどから、
社会資本としての価値が高く、また、ラピダス
社の立地に伴い、民間事業者による不動産

投資・開発が顕在化していることから、活性化
の起爆剤となる官民連携事業の成立につな
がりやすい環境にあると考えられる。

商店街
繁華街

第３期千歳市商業振興プラン（令和３～７年度）策定。

※基本方針は「チャレンジする商業」「商業の魅力向上」「歩いて

楽しい人が集まるまちづくり」

令和3年

5月

商業振興プランに基づき実施した、千歳市官民連携まちなか活

性化推進事業では、官民組織「ちとせエリアプラットフォーム」を

立ち上げ、まちの顔エリアの目指す姿を「ちとせ未来ビジョン」を

作成。当該ビジョンでは、交流拠点施設やエリアマネジメントの

必要性等が描かれている。

令和3～

4年度

【これまでの課題認識】

グリーンベルト周辺の中心部においては、これまで各種計画に
基づき、商店街を含む商業振興策を実施してきたが、依然として
日常的な賑わいに欠ける面があり、民間投資も十分に引き出せ
ていない状況にある。

【これまでの経緯】

未来ビジョンの具現化を図る本調査により、まちの顔エリアの魅

力を高め、日常的な賑わいを創出しながら、将来的に民間投資

が引き出されるエリアマネジメントのあり方と、市が推進すべき

公共投資の最適解及び事業スキームを明らかにした。

令和5年

度
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調査結果

事業化に向けた今後の展望

【４～６月】 ・地域住民、ちとせエリアプラットフォームへの説明（調査結果や今後の取組概要の共有）
・庁内会議（サウンディング募集要項の確認）

【６～11月】 ・サウンディング型市場調査の実施（令和５年度調査結果を踏まえた具体的な事業案を募集）
【11～12月】 ・庁内会議（サウンディング結果を踏まえ本事業の取組について協議）
【４～３月】 ・グリーンベルト及び周辺地域のまちづくりガイドラインの作成を検討

・地域住民、ちとせエリアプラットフォームへの
説明（事業内容等の共有）
・事業者公募／選定
・事業者との協議・法的制限の整理開始
・市事業予算化

令和６年度 令和７年度

ちとせ未来ビジョンの実現に向けて「まちの顔エリア」に日常的な
賑わいを取り戻すためには、従来の「通過型のまちづくり」から脱却
し、明確な目的を持った人が、必然的に集積するような都市機能を
整備する「集積型のまちづくり」が必要であり、この集積型のまちづく
りを進めるためには、グリーンベルトを中心に、施設整備を含めた
「まちの拠点」を形成し、また、当該拠点を活性化の起爆剤にす

るために、活動原資の獲得に配慮しながら、長期的な視点をもった「
エリアマネジメント」を展開することが必要であると考える。
まちの拠点形成とエリアマネジメントを両輪で推進することは、本

市が抱える文化交流面・産業振興面・観光面の課題を解決し、グリ
ーンベルトを中心として昼間人口を定着させ、日常的な賑わいを創
出すると考えられ、日常的な賑わいは、結果として、拠点周辺の民
間投資（飲食・物販・宿泊・住居等）を促進し、エリア全体の価値を高
め、まちの顔エリアの活性化につながるものと考える。

①主な調査結果 ②調査結果を踏まえた整備方針の考え方

③整備事業のイメージ（令和６年度のサウンディングで事業案を募集）

≪ハード≫ まちの拠点形成
【行政主導】河川敷や沿道を含むグリーンベルトの一体的なデザイン化
【ＰＰＰ】 市民活動交流施設（まちライブラリーやこどもの遊び場等）
【民間主導】水辺空間を中心とした商業施設等（河川敷のカフェ等）

≪ソフト≫ エリアマネジメントの推進
【官民連携】ちとせ未来ビジョンを策定した官民の団体で構成する

「ちとせエリアプラットフォーム」を中心に、まちづくり会社
等の設立を検討する「ファーストメンバー」を組成し、勉強
会や社会実験などを行い、エリアマネジメント組織の設
立に向けた準備を進める。

・事業の公共性とマーケット
性のバランスを勘案し、民間
投資を最大限引き出す「まち
の拠点」を想定。

・かわまちづくりと連動して河
川敷空間を有効に活用。

・中心部のまちづくりのコン
セプトに沿った、適切な民間
投資を誘導するため、インセ
ンティブとコントロールを市
が使い分け、事業を推進。

2,200名以上から存続を求める署名により市が整備した、本を通じて人の交流を
促す「まちライブラリー＠ちとせ」が市民のサードプレイスとしてまちに定着して
おり、現在はちとせエリアプラットフォームに所属しながらエリアマネジメントに参画。


